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芦
屋
川
は
、
市
内
で
も
っ
と
も
大
き
い
川
で
長
さ
が
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
で
す
。
地
図
を
見
ま
す
と
、
そ
の

源
は
、
芦
屋
の
北
西
の
六
甲
山
地
で
、
西

宮
市
と
の
境
に
あ
る
白
山
石
宝
殿
あ
た

り
に
あ
っ
て
、
芦
屋
川
本
谷
を
南
に
流
れ
、

奥
山
の
石
仏
谷
や
黒
越
谷
な
ど
の
谷
水

を
合
わ
せ
、
水
車
谷
を
過
ぎ
、
高
座
川
と

合
流
し
て
川
幅
が
広
く
な
り
、
阪
急
芦
屋

川
駅
付
近
か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
の
芦
屋
の

海
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
川
に
は
九

つ
の
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
川
は
、
む
か
し
か
ら
人
々
の
暮
ら

し
に
、
多
く
の
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
芦
屋
川
に
そ
っ
て
北
へ
た
ど
っ

て
行
く
と
、
芦
屋
の
歴
史
や
伝
説
な
ど
の

跡
が
い
く
つ
も
残
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
ろ

の
人
々
の
暮
ら
し
の
様
子
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

�
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�
�

　

阪
神
電
車
は
、
明
治
三
十
八
年
に
梅
田
・
三
宮

間
に
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
と
と
も
に
、
打
出
と

芦
屋
の
駅
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
芦
屋
駅
の
近
く
に
は
、
芦
屋
川
に

沿
っ
て
芦
屋
遊
園
地
が
あ
り
、
山
手
近
く
ま
で
白

い
砂
地
と
松
林
が
広
が
り
、
自
然
の
美
し
い
景
色

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
一
両
電
車
の
走
る
の
が
珍
し
く
、
人

び
と
は
駅
の
近
く
ま
で
、
弁
当
を
持
っ
て
見
物
に

集
ま
り
ま
し
た
。
線
路
に
そ
っ
て
南
の
方
に
は
家

も
少
な
く
、
い
く
つ
か
の
倉
庫
が
建
っ
て
い
る
だ

け
で
、
夜
に
な
る
と
駅
の
近
く
に
電
気
が
ポ
ツ
ン

と
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
明
る
く
感
じ

ま
し
た
。
電
灯
が
家
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
電
車
が
開
通
し
て
三
年
た
っ
て
か
ら
で
し

た
。
そ
の
こ
ろ
の
芦
屋
の
家
の
数
が
七
百
六
十
二

戸
に
対
し
て
、
電
灯
の
数
は
、
た
っ
た
八
十
七
灯

で
し
た
。
そ
れ
が
数
年
後
に
は
、
三
千
灯
に
増
え

た
の
で
し
た
。

　

電
車
の
様
子
を
伝
え
る
新
聞
に
は
「
レ
ー
ル
は

汽
車
よ
り
幅
が
広
い
が
、
乗
っ
て
み
る
と
、
ゆ
れ

動
く
よ
う
す
が
汽
車
よ
り
強
く
感
じ
る
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。　
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芦
屋
川
に
そ
っ
て　
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���　４月24日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　柳谷郁子著
「風の紋章」の背景・作家の心情など　���　作家・柳谷郁子氏　���　20人　
����　2,300円（コーヒー付）　�����　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
�������	
��
���������

���　４月24日（木）午後２時～３時30分　���　講義室　���　谷崎潤一郎著
「蓼喰ふ蟲」。名作にみる男と女それぞれの思いとその立場等、退屈な人生・理想の夫
婦について　���　武庫川女子大学文学部教授・たつみ都志氏　���　24人　�
���　2,500円(コーヒー付）　�����　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
�������	
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��������������

���　４月27日（日）午前10時～午後１時30分　���　午前10時、阪急芦屋川駅北
側広場　����　会下山遺跡周辺→谷崎潤一郎記念館（昼食）　���　本願寺史料
研究所学芸員・和田秀寿氏　���　24人　����　4,000円（田舎の昼ごはん代含
む）　�����　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
�������	
��
����������

���　①５月９日（金）②18日（日）③６月５日（木）午前10時30分～午後２時　���
各分野の第一線で活躍している女性３人（二木榮海氏・コシノヒロコ氏・井植豊子氏）の、
芦屋での住まい・アトリエ等を訪ね、お話を伺います（全行程貸切バス利用）。※昼食
①クロ・ド・ヴィラ芦屋山手倶楽部②ベルポート芦屋イグレック③エル・ル・カルフール
���　各回25人　����　１回13,000円、３回分35,000円（昼食代含む）　���
��　電話・ファクス・Ｅメールで上記へ
�������	
��
�������������
���

���　３月28日～６月29日＜月曜休館＞午前10時～午後５時　����谷崎作品の
世界と画家との関連を、写真・書籍・書簡・画家たちの作品で紹介　����　300円�������	
��
�
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　「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全カ
ラー刷り）を発行しました。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・
文化―。それらにふれつつ散歩を楽しめる
コースの紹介、行政の動きや統計、また市内の医
療機関一覧（地図）などの情報を、写真170点のほ
かイラストや地図とともにわかりやすく掲載し
ています。「芦屋シティグラフ」は、次の２カ所で
販売しています。ご利用ください。
�����　市役所行政情報コーナー・ラポル
テ市民サービスコーナー　���　300円
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　私たちのまち“芦屋”で、みんなが生き生きと暮らすための「条例」づくりに向け
て、『男女共生』について一緒に考えてみませんか。積極的なご参加をお待ちします。
������　①５月15日（木）午後２時～４時・講演「男女共同参画社会づくりに向
けて」／②29日（木）③６月12日（木）④26日（木）午後２時～４時・ワークショップ「わ
たしのまち“あしや”の男女共生」／⑤７月10日（木）午後２時～４時・発表とまとめ
���　男女共同参画センター（ウィザスあしや）　�����女性と仕事研究所代
表・金谷千慧子氏／②③④⑤女性と子どものエンパワメント関西・井山里美氏／⑤神戸
女学院大学名誉教授・高島進子氏　���　市内在住・在勤・在学のかた、先着20人　
�����　２歳以上就学前幼児、先着８人。１人１回300円＜要予約＞。子どもの
名前、生年月日を５月８日（木）までに上記へ　�����　セミナー名・住所・氏名・
電話（ファクス）番号を記入し、はがき・電話・ファクスまたは上記窓口へ
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���� 　５月３日（土・祝）・４日（日・祝）午前10時～午後５時＜雨天中止＞
�����　美術博物館前庭（彫刻広場）
����　創作作品を作者から直接購入できるフリーマーケット約60店が出店
������　�������	
��
��������������������
������������	
��
������

������一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊（　 ）内は20人以上の団体料金
　　　　　　※５月３日・４日は、１階フロアに限り無料。２階展示は、要観覧料。
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